
キ
ユ

也
。
』
と
あ
る
。
し
か
し
玉
泉
院
の
生
母
は
春
棒
妙
澄
一
じ
て
百
晶
餅
を
作
。
食
せ
し
む
る
の
設
を
稽
へ
た
。

大
妨
で
あ
る
か

b
、
久
庵
持
昌
は
そ
の
義
母
で
あ
っ
一
猷
の
考
は
一
一
一
の
取
昧
に
て
は
食
傷
す
る
が
、
百
味

た

の

で

あ

る

。

一

合

製

の

物

は

必

ず

容

を

専

に

す

る

を

得

ぬ

と

い

ふ

の

キ
且
ウ
エ
モ
ン
久
右
衛
門
羽
咋
部
生
訓
村
の
一
で
あ
る
o
天
保
十
年
大
均
桃
年
の
序
と
山
本
寓
之
の

肝
煎
。
人
と
お
む
孝
心
良
氏
、
耕
作
に
熱
心
し
、
村
一
般
が
あ
る
。

民
の
指
導
宜
し
き
を
得
た
錨
.
風
俗
一
一
般
に
助
制
限
に
一
キ
ユ
ウ
ヨ
ガ
ツ
ペ
ン
滋
古
合
編
十
二
加
0

・搾

赴
き
、
隣
村
牛
下
・
領
家
七
ぎ
ぷ
で
も
之
に
駕
化
し
一
凹
版
卿
が
滞
命
を
奉
じ
て
、
加
能
越
の
世
唱
す
等
に
存

た
。
凶
っ
て
安
永
三
年
滞
か
ら
三
人
扶
持
を
賜
は
↑
す
る
古
文
世
間
を
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

b
、

諸

積

を

兎

除

せ

ら

れ

た

。

一

キ

品

ウ

コ

ホ

タ

チ

ョ

ウ

ロ

タ

混

古

北

徴

録

こ

キ
ユ
ウ
ガ
イ
ド
ン
日
ヨ
ウ
久
外
娘
一
長
路
島
郡
一
一
般

O
B諸
が
、
菅
野
朝
時
代
に
於
け
る
能
殺
の

酒
井
町
闘
制
宗
永
光
寺
四

η七
十
六
代
の
住
持
で
あ
一
士
得
江
・
得
凶
こ
氏
の
軍
忠
放
を
集
め
て
之
に
組
し

る
。
同
寺
の
袈
績
を
嘆
じ
て
初
谷
嫌
智
一
街
中
興
獄
.
た
も
の
で
あ
る
。
今
東
京
情
凶
大
泉
史
料
的
制
緩
腕
に

記
を
著
し
、
同
寺
中
興
の
組
と
郁
併
せ
ら
れ
た
。
一
一
蹴
す
る
得
江
文
持
及
び
得
削
文
聾
と
帯
す
る
も
の
に

キ
ヰ
ワ
キ
ユ
ウ
キ
ダ
ン
求
醤
犯
畿
一
加
。
一
一
同
じ
い
。
凡
そ
こ
の
時
代
の
能
管
の
形
勢
に
闘
し
て

名
長
知
軍
談
。
末
森
後
援
・
鳥
越
城
攻
・
筑
紫
附
・
蜘
一
は
、
太
平
記
僅
か
に
そ
の
一
端
を
記
し
た
る
に
止

東
陣
そ
の
他
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
o
前
凶
光
高
一
る
o
放
に
得
江
・
得
同
等
の
謀
族
が
、
興
凶
以
降
守

が
様
凶
忠
右
衛
門
に
命
じ
、
桜
山
山
城
守
長
知
に
碍
一
被
吉
見
氏
を
輸
け
て
、
武
家
方
の
震
に
活
附
し
た
事

関
し
て
密
か
し
め
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
。
一
備
を
知
。
得
べ
き
も
の
は
、
郭
ら
こ
れ
ら
の
軍
忠
紋

キ
ユ
ウ
コ
ウ
イ
ン
久
皐
院
賞
父
母
不
詳
、
前
一
が
あ
る
に
凶
る
。
さ
れ
ば
紫
胤
の
越
殺
到
三
州
志
を

田
利
長
夫
人
玉
泉
院
に
子
養
せ
ら
れ
.
滞
回
一
的
自
定
一
一
脅
す
や
、
能
管
の
武
家
方
に
闘
す
る
記
事
は
、
悉
く

方
の
室
と
な
っ
た
も
の
弘
法
名
。
一
材
を
之
に
採
っ
た
の
で
あ
る
。
包
し
景
周
が
吉
田
地
大

キ
ユ
ウ
ヨ
ウ
イ
ン
久
香
院

4
キ
ユ
ウ
コ
ウ
イ
一
一
蹴
大
献
を
氏
額
な
b
と
し
、
出
向
見
織
部
助
を
そ
の
族

y

求

訴

刷

。

一

人

で

あ

る

と

解

し

た

る

は

、

前

者

の

額

隆

に

し

て

、

キ
ユ
ウ
ヨ
ウ
イ
ン
求
光
院
長
辿
慌
の
女
で
‘
一
後
者
の
民
税
な
る
を
繰
っ
た
も
の
で
あ
る
。

前
倒
利
長
之
を
養
ひ
、
元
和
七
年
頃
前
倒
美
作
直
知
↑
キ
ユ
ウ
コ
ホ
日
醤
郡
天
正
八
年
長
越
穏
は
織

の
織
裂
と
し
た
が
、
立
永
の
初
め
美
作
の
夜
後
、
利
一
岡
信
長
か
ら
、
路
島
都
二
宮
川
以
西
五
十
九
ヶ
村
を

常
は
之
を
小
松
に
引
取
り
、
城
内
竹
島
に
置
き
、
竹
一
賜
は
っ
た
。
之
よ
b
長
氏
の
領
す
る
部
分
を
新
都
と

島
殿
と
呼
ん
だ
。
共
の
後
民
氏
の
下
屋
般
に
住
し
、
一
い
ひ
、
之
に
射
し
て
筏
鍛
前
凶
氏
領
の
邸
分
を
加
国
部

求
党
院
宗
伯
郡
脚
尼
と
い
う
た
。
務
の
系
却
に
は
久
呑
ト
と
い
う
た
。

院

と

し

て

あ

る

。

一

キ

ユ

ウ

ゴ

ロ

ウ

ジ

マ

久

豆

部

島

能

美

郡

板

禄

キ
ユ
ウ
コ
ウ
シ
ン
サ
タ
救
荒
新
繁
一

m
m
o
長
一
郷
に
幽
す
る
怒
帯
。
郷
村
名
義
抄
に
、
昔
石
川
郡
源

谷
川
猷
着
。
天
保
七
年
五
穀
成
黙
し
な
か
っ
た
。
是
一
兵
衛
島
村
か
ら
、
久
五
郎
と
い
ふ
者
が
来
っ
て
新
聞

J

植
物
百
甜
胞
を
混

F
Lた
震
に
そ
の
告
を
得
た
と
あ
る
。

キ
ユ
ウ
シ
ユ
ウ
セ
イ
バ
ツ
九
州
笹
俊
夫
正
十

四
年
十
二

E
製
臣
秀
吉
は
.
島
津
義
久
を
征
す
る
の

勅
許
を
得
、
諸
将
を
し
て
明
年
春
大
坂
に
曾
せ
し
め

た
。
前
悶
利
家
乃
ち
尾
山
城
に
前
倒
安
勝
、
七
尾
城

に
前
凶
良
織
及
び
高
畠
定
吉
、
守
山
に
前
回
長
穂
、

増
山
に
片
山
延
高
を
置
い
て
留
守
せ
し
め
、
子
利
長

と
共
に
京
師
に
赴
き
、
十
五
年
二
周
什
日
利
長
は
兵

三
千
を
蔀
ゐ
て
先
づ
討
醸
の
途
に
上
っ
た
。
利
家
も

亦
従
は
ん
と
抑
制
う
た
が
、
秀
吉
は
許
さ
ず
し
て
禁
闘

を
守
備
せ
し
め
た
。
秀
吉
の
軍
九
州
に
入
る
や
沿
道

皆
風
揮
し
た
が
、
濁
秋
周
麓
貨
の
臣
熊
谷
久
璽
・
芥

回
六
兵
衛
等
は
、
製
.
前
践
石
械
を
闘
守
し
て
抗
敵
し

た
。
四
局
利
長
秀
吉
の
命
を
翠
じ
、
自
ら
蹴
手
の
攻

撃
に
蛍
b
、
長
辿
路
・
奥
村
永
縞
・
横
山
長
知
・
山
崎

長
徳
・
悶
島
一
吉
・
訟
卒
康
定
・
陰
山
コ
一
右
衛
門
・
大
卒

宗
左
衛
門
等
奮
戦
し
て
、
大
手
の
総
生
氏
郷
軍
に
策

隠
し
た
の
で
、
域
迭
に
陥
っ
た
。
秀
吉
凶
っ
て
増
田

長
盛
を
謹
は
し
て
、
感
般
を
利
長
に
奥
へ
し
め
た
。

次
い
で
五
周
七
日
島
棒
義
久
降
を
前
ひ
、
七
用
語
箪

京
師
に
凱
旋
し
、
利
長
は
八
用
七
日
底
下
の
功
を
論

じ
貨
を
行
う
た
。

キ
ユ
ウ
ジ
ヨ
ウ
キ
奮
傑
記
三
加
。
萄
事
記
・

御
家
人
留
保
起
の
別
名
が
あ
る
。
加
賀
滞
の
犯
雑
磁

罰
例
規
で
、
大
飽
の
網
目
を
御
仕
遼
之
類
・
主
人

之
類
・
家
従
の
類
に
分
か
ち
、
そ
の
一
類
を
一

mm宛

に
綴
っ
て
あ
る
。
巻
尾
に
雑
類
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
前
杏
類
の
補
・
越
で
あ
っ
て
、
前
記
以
外
の
総

額
で
は
な
い
。
上
容
の
御
仕
置
之
顎
と
し
て
集
め
ら

れ
た
も
の
は
、
笛
時
の
言
紫
で
上
に
か
L
る
罪
と
言

う
た
も
の
、
及
び
こ
れ
に
封
す
る
随
分
で
あ
b
、
し

か
も
藩
侯
に
直
国
す
る
身
分
の
も
の
L
揚
合
の
み
で

あ
る
。
中
容
の
主
人
之
額
は
、
盟
問
侯
直
島
の
身
分
の

者

に

起

っ

た

事

故

で

る

が

、

と

い

ふ

キ
品
・
ワ
セ
ン
サ
ン
シ
九
仙
山
志
前

m持
腐
の

子
延
之
助
の
諒
し
た
稗
史
で
‘
水
瀞
僻
に
倣
う
た
も

の
で
あ
る
。
延
之
助
は
異
壊
を
好
み
、
文
才
が
あ
っ

た
が
、
向
幼
年
で
あ
っ
た
か
ら
‘
こ
の
持
も
飽
か
に

結
構
の
大
慨
を
示
し
た
に
過
ぎ
ぬ
。

キ
ユ
ウ
ソ
ウ
シ
ョ
ウ
セ
ツ
鳩
泉
小
説

4
カ
カ

y
y
ヨ
ウ
セ
ッ
可
搬
小
説
。

キ
ユ
ウ
ソ
ウ
デ
ン
ワ
柏
崎
巣
億
話
一
加
。
味
方

原
合
戦
を
初
め
、
徳
川
氏
に
闘
す
る
説
績
を
多
〈
紋

せ
て
あ
る
。
こ
れ
ら
は
新
井
白
石
の
談
を
、
室
鳩
換

か
ら
そ
の
門
人
に
通
知
し
た
書
簡
五
十
一
一
樹
を
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
品
・
ワ
ソ
ウ
プ
ン
シ
孟
・
ワ
柏
崎
製
文
集
四
十
七

巻
。
室
鳩
巣
の
詩
文
集
で
、
そ
の
明
大
地
昌
吉
が
加

賀
欝
に
て
の
停
を
前
包
十
ミ
盤
、

や
う
な
も
の
が
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
下
容
の
家
従
之

類
は
、
務
侯
か
ら
見
て
陪
臣
、
印
ち
御
毘
近
の
士
分

に
臨
す
る
家
来
の
身
上
に
起
っ
た
事
故
で
、
多
〈
士

分
の
家
来
と
そ
の
主
人
又
は
他
の
主
人
と
の
闘
係
に

つ
い
て
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
持
者
は
明
瞭
で
な
い
。

キ
ユ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
久
自
国
寺
金
探
知
川
角
揚
町

に
在
っ
て
、
突
柴
山
又
は
緩
浅
山
と
悦
し
、
前
例
宗

に
臨
す
る
。
殴
旧
民
十
五
年
明
岩
の
創
建
す
る
所
で
、

そ
の
附
地
山
紫
邸
を
第
一
代
に
置
い
た
。
開
基
は
前

田
利
投
の
夫
人
玉
泉
院
で
、
寺
撹
は
尼
践
に
在
る
夫

人
の
義
母
に
し
て
織
削
信
長
の
室
た
る
久
賂
椋
畠
の

墳
寺
久
昌
寺
の
れ
を
採
り
、
こ
L
に
考
枇
の
位
牌
を

安
ん
じ
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ユ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
マ
ヘ
久
昌
寺
前
金
抑
制
川

の
久
昌
寺
の
前
泌
で
あ
り
、
元
線
九
年
の
地
子
町
肝

煎
裁
許
附
に
も
久
昌
寺
前
と
見
え
る
。
隣
滞
の
後
一

時
荒
援
し
て
畑
地
と
な
っ
た
。
今
捌
川
角
桜
町
に
臨

す
る
。

二
三
八


